
保育士・学童の指導員・調理サポーターの募集
コンビニ交付サービス手数料の引き下げ
軽自動車の各種手続きについて

中学生と町議会議員とのふるさと懇談会
戦没者等に対する特別弔慰金のご案内

保育士・学童の指導員・調理サポーターの募集
コンビニ交付サービス手数料の引き下げ
軽自動車の各種手続きについて

中学生と町議会議員とのふるさと懇談会
戦没者等に対する特別弔慰金のご案内

主な内容主な内容
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人　口

世帯数 2,696世帯（前月比＋2）

5,857人　（前月比－1）
3,077人　（前月比－4）男
2,780人　（前月比＋3）女

木曽岬町の人口と世帯数

木曽岬チャンネル
（木曽岬町公式YouTube）

2月1日現在

登録は簡単で、どこにいても町の
情報が確認できます。

【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス

チャンネル登録お願いします。

3・2
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園児たちがダイコン抜き体験！
木曽岬農業センター様のご協力で実施！

　1月19日（月）、木曽岬こども園で、有限会社木曽岬農業セ
ンター様の協力のもと、園児たちによるダイコンの収穫体験が
行われました。畑一杯に育った大きなダイコンを力いっぱい引
き抜きました。「うんとこしょ！」「どっこいしょ！」の掛け声
とともに、真っ白で立派なダイコンが次々と土から顔を出すと、
園児たちからは歓声が上がりました。
　「でっか～い！」「重たい～！」と、自分の顔よりも大きなダ
イコンを抱える子どもたちの笑顔が印象的でした。
　初めて畑に入る園児もおり、土の感触やダイコンの大きさに
驚いた様子でした。
　収穫したダイコンは子どもたちに無料提供していただき、各
家庭に持ち帰り、家庭で味わっていただくことがで
きました。
　この体験は、木曽岬農業センター様からのダイコ
ンの提供により実現しました。地域の皆様の温かい
ご支援に感謝しながら、今後も子ども達が自然や食
に親しめる機会を大切にしていきます。

木
曽
岬
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

解
散
の
お
知
ら
せ

昭
和
４８
年
に
発
足
し
た
木
曽
岬
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
す
が
、
令
和
８
年

３
月
３１
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

保育士（会計年度任用職員）募集
勤 務 地 木曽岬こども園（木曽岬町大字和泉431番地1）

資 格 保育士資格または幼稚園教諭免許

雇用期間 令和8年4月1日～　※期間満了後、更新有

年 齢 不問

休 日 土・日・祝日・年末年始（12月29日～ 1月３日）

保 険 等 健康保険、厚生年金、労働者災害補償保険、雇用保険

申込受付 ハローワークにて受付後、履歴書を提出

給 与 等 日額　10,668円
※通勤手当及び賞与（基準に応じて支給）

月曜日～金曜日
午前8時30分から午後5時00分まで（休憩1時間）勤務時間
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　木曽岬町では、令和8年度から新たに「調理サポーター」を募集します。
　地域の皆さんの健康づくりを栄養面から支えるため、子ども・健康課管理栄養士と一緒に料理教室の
開催や高齢者の方への配食弁当作り、子どもたちへの食育活動などを行います。

　子どもたちの長期休みや土曜日を支えてくださるスタッフを至急募集しています。
　今回の募集は、朝8時から勤務スタートできる方が対象です。資格や経験は問いません。あなたの力
を貸してください！

◆こんな方におすすめ
•料理や食に関心のある方
•地域や人とのつながりを
　大切にしたい方
•無理のない範囲で町の活
　動に参加したい方

◆活動について
•回数：年1回～月1回程度（要相談）
•時間：（原則）平日午前9時～正午
•場所：保健センター
•人数：若干名（1つの活動に1～ 4名程度ご参加
　　　　いただきます）
•内容：子ども向け） 食　　育　―　パン作りなど
　　　　大人向け） 　健康増進　―　料理教室調理ア
　　　　　　　　　　　　　　　　シスタント、配
　　　　　　　　　　　　　　　　食弁当作りなど
•費用：無料
•検便：年1回提出（費用は町が負担します）
•名称：まちのトマッピーファームキッチン
資格や経験は不要、年齢や性別は不問です。
あなたの温かい支援が、人と地域、世代と世代をつ
なぐ大切なちからとなります。
皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

◆募集の内容
　子どもたちの見守り、遊びのサポート、宿題の見
　守りなど（資格・経験不問）
◆勤務日（特定日のみの勤務です）
　①毎月　第2・第4土曜日
　　（学校行事等により日程が変更になる場合があ
　　ります）
　②長期学校休業期間（夏休み・冬休み・春休み）
　①.②どちらか、または両方。
◆勤務時間
　午前8時～（1日最大6時間まで）
　※朝8時から勤務できる方の募集となります。

◆対　　象
　学生（高校生不可）、主婦（夫）、シニア世代まで幅
　広く歓迎！
　子どもが好きな方、朝の時間を有効活用したい方
　をお待ちしています。
◆待　　遇
　時給：1,087円～

子ども・健康課「調理サポーター」募集のお知らせ子ども・健康課「調理サポーター」募集のお知らせ子ども・健康課「調理サポーター」募集のお知らせ

学童保育所の指導員（補助員）募集！学童保育所の指導員（補助員）募集！学童保育所の指導員（補助員）募集！

令和8年度 新規事業

～食でつながる、ひと・まち・健康～

～朝8時から勤務できる方～

料理が好きな方
必見！！

料理が好きな方
必見！！

●申込み・問合せ先
　木曽岬町役場　子ども・健康課　管理栄養士
　☎0567－68－6119
　受付時間：平日 午前8時30分～午後5時15分
　受付期間：3月23日（月）まで

●申込み・問合せ先
　まずは下記までお気軽にお電話ください。
　学童保育所クローバー（代表：服部）
　☎090－6356－4005
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★取得できる証明書
〇住民票（本籍や続柄、マイナンバーの表示も可能）
　•世帯全員分（謄本）
　•本人分、もしくは同一世帯の方の分（抄本）
〇印鑑登録証明書
　本人分のみ（事前に印鑑登録した方に限る）
〇所得証明書（最新年度のみ）
　本人分、もしくは同一世帯の方の分
〇所得課税証明書（最新年度のみ）
　本人分、もしくは同一世帯の方の分

★利用場所
　全国のコンビニエンスストア等にあるマルチコピ
　ー機（キオスク端末）
★必要なもの
　マイナンバーカードと４桁の暗証番号
★利用時間
　毎日午前6時30分～午後11時
　※年末年始（12/29 ～翌1/3）、メンテナンス時を
　　除く
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０
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０
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０
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０
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０
０
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３１
日（
火
）

●
問
合
せ
先

　
子
ど
も
・
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
１
９
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５
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以
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さ
れ
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等
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童
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正
確
な
住
所
の
届
出
」

が
必
要
で
す
！

コンビニ交付サービスの手数料を引き下げますコンビニ交付サービスの手数料を引き下げますコンビニ交付サービスの手数料を引き下げます
◎コンビニ交付サービスの手数料を150円に引き下げます
◎マイナンバーカードがあれば安く・早く・簡単に発行できます4月 から1日㊌

【コンビニ交付サービス】

取得できる証明書 コンビニ交付

１５０円 ３００円

役場窓口
住民票の写し
印鑑登録証明書
所得証明書
所得課税証明書

※役場窓口での手数料は、従来どおり300円

入
学
・
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・
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で
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れ
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ペットボトル

紙 類
缶 類
ビ ン 類
布 類
金 属 類

ト レ イ
無色透明のペットボトル、色つきペットボトル 等

新聞、雑誌、段ボール、牛乳パック 等
アルミ缶、スチール缶 等
透明・茶色・その他の色 等
ネクタイ、タオル 等
フライパン、鍋 等

家庭用発泡トレイ 等（スーパーの惣菜、生もの等が入ったトレイのみ）

　町では、ごみの減量とリサイクルの推進を図るため、家庭から排出される資源ごみを回収する団体に
対し、回収量に応じた補助金を交付しています。令和6年度は3団体で78tの資源ごみを回収して、ご
みの減量化に貢献していただきました。
　令和8年度についても下記の要領で実施団体を募集しますので、希望される団体の
方は住民課までお問合せいただくか、町のホームページをご覧ください。

令和8年度資源ごみ回収団体の募集について

●登録資格／次の条件をすべて満たす団体とします。
　　　　　　①町内在住者で構成される団体で、営利を目的としない団体
　　　　　　②令和8年度上半期・下半期において各2回以上の回収活動をする団体
●対象品目／

●補助金額／ 4円/kg　
●問合せ先／役場　住民課　☎68-6103

【ホームページＱＲコード】

3月は「自殺対策強化月間」です3月は「自殺対策強化月間」です3月は「自殺対策強化月間」です3月は「自殺対策強化月間」です
　３月は、卒業、就職、転勤など生活環境が大きく変わることが多く、自殺者が多くなる傾向にあります。
国は3月を「自殺対策強化月間」と定めました。

周りの人の変化やサインに気づいて、声をかけ傾聴を。
必要であれば相談窓口や専門機関につないで、温かくよりそい見守ります。私たちが

できるこ
と

よかったら話して。

どうしたの？

何か力になれる
ことはない？

『きずな深め　いのち支え合うまち　きそさき
　　　　―誰も自殺に追い込まれることのないまち―』 をめざして

●問合せ先／木曽岬町保健センター　☎68-6119
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軽自動車の各種手続はお済みですか
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有（使用）者に課税されます。
　以下の点にご注意のうえ、手続漏れがないようお気をつけください。

○４月１日現在の所有者とは
　３月末日までに名義変更等の手続が完了していないと、元の所有者に課税されます。
○ナンバープレートは返却を
　廃車する際は、ナンバープレートを必ず返却してください。
○所有者が亡くなられた場合、名義変更又は廃車の手続を
　名義変更や廃車の手続を行わないと、亡くなられた方の名義のまま課税され続けます。
○使用できない軽自動車、今後使用しない軽自動車等をお持ちではありませんか
　使用できない車、今後使用しない車を持っている方、何らかの事情（廃棄、譲渡、紛失等）で所有する軽自
　動車等が既にお手元にない方で廃車等の手続が未了の場合、次年度以降も課税され続けることになりますの
　で、廃車手続を済ませてください。
○他市区町村から転入された方
　登録住所が旧住所地のままになっている場合は、住所変更手続等をお願いします。
○軽自動車税は「年税」です。
　軽自動車税は年税で、４月１日現在の所有者に１年分の税額が課税されます。
　このため、年度途中に名義変更や廃車の手続をしても税額の変更や還付を受けることはできません。
○軽自動車は、車種等によって手続場所が異なります。

車種（排気量等）

原動機付自転車（125cc以下）
税務課　68-6102

•廃車手続をする場合は、廃車する車両の
　ナンバープレート及び車両登録時に交付
　した標識交付証明書を返却してください。
•ナンバープレートを返却できない場合は、
　弁償費として200円が必要です。

•引越や売買等により所有者の住所や名義
　等が変更した場合、変更登録又は移転登
　録等の手続が必要です。
•各種手続に必要な書類等は、左記へお問
　い合わせください。
•桑名自家用自動車協会（0594-22-6797）
　にて手続の代行を行っています（代行手
　数料が必要です。）。

軽自動車検査協会　三重事務所
050-3816-1779（コールセンター）
津市雲出長常町字六ノ割1190-1

中部運輸局　三重運輸支局
050-5540-2055（テレホンサービス）
津市雲出長常町字六ノ割1190-9

小型特殊自動車（農耕作業用等）

軽四輪車・軽三輪車（660cc以下）

軽二輪車（125cc超250cc以下）

小型二輪（250cc超）

受付場所・問合せ先 備　　考

※年度末の３月は窓口が大変混雑しますので、お早めに手続をお願いします。
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を
示
し
、

不
安
を
あ
お
っ
て
勧
誘
さ
れ
ま
す
。

　
「
先
祖
の
た
た
り
で
不
幸
に
な
る
」「
こ

れ
を
購
入
す
れ
ば
不
幸
か
ら
免
れ
る
」
な

ど
と
、
人
の
不
幸
や
不
安
に
付
け
込
み
、

高
額
な
壺
や
数
珠
、
印
鑑
な
ど
を
買
わ
せ

る
ほ
か
、
高
額
な
祈
と
う
料
や
お
布
施
名

目
の
金
品
を
要
求
さ
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
先

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８

　
警
察
総
合
相
談　
☎
＃
９
１
１
０

霊
感
商
法
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！！

困ったときや
不安なときは、
一人で悩まずに
早めに相談！！
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　令和5年1月から、軽自動車税納付確認システム（軽ＪＮＫＳ）の運用開始により、三輪以上の軽自動車
については納付情報をオンラインで確認できるようになりました。
　また、令和7年4月からは二輪の軽自動車（排気量250㏄超の二輪自動車の場合）についても軽JNKSの
連携対象となり、検査窓口での納税証明書の提示が原則不要となりました。
　そのため、これまで口座振替により納付された方へ送付していた車検用納税証明書の送付は、廃止いたし
ました。

車検の際、納税証明書が原則不要となりました
（軽ＪＮＫＳ）

○納付後すぐに車検を受ける場合
　（※軽自動車検査協会で納付の確認ができるようになるまでには、納付方法等に
　より最大１箇月程度かかります。）
○車検を受ける車両に過去の未納（前の所有者を含む）がある場合
○中古車購入直後の場合
○他の市区町村への引っ越した直後の場合

【注意事項】

　次の場合は従来どおり
「紙の納税証明書」が必要
となる場合があります。

戦没者等のご遺族のみなさまへ　～まだ申請されていない方へ～
戦没者等のご遺族に対する
第十二回特別弔慰金のご案内

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和7年4月1日（基準日）時点で、「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者等の妻や父母）がいない場合に、
次の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。

●支給内容／額面　27万5千円（5年償還の記名国債）
●請求期限／令和10年3月31日まで
　　　　　　（この期間を過ぎると請求できなくなりますので、ご注意ください。）
●申請窓口・問合せ先／福祉課　☎68－6104

１．令和7年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかどうかにより、 順番が
　　　入れ替わります。
４．上記1から3以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。
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　地域ＢＷＡとは、地域ごとに割り当てられた電波帯を利用した無線通信基盤のことを言います。
　町では、㈱シー・ティー・ワイと連携して地域ＢＷＡを活用したサービスの提供に取り組んでいます。

木曽岬町は地域BWAを多目的利用し、
ICT・IoTを活用した
スマートシティづくりを推進しています。

①子ども・高齢者みまもりサービス

　ビーコンと呼ばれる小さなタグを持った方が、
町内89カ所に設置されたセンサー付近を通過
すると通過情報をお知らせするサービスです。
　町では小学生全員にビーコンを無償配付して
おり、保護者の方はアプリでお子様の登下校状
況をリアルタイムで確認することができます。
　また、中学生以上の方も有償で利用すること
ができます。

　木曽岬町は堤防で囲まれた輪中地帯のため、
町内外を連絡する道路が限られています。この
特性を生かし、町内外を結ぶ主要道路の全てに
防犯カメラを設置しています。
　町からの出入りは全て防犯カメラに録画し、
防犯対策に努めています。
　なお、この防犯カメラ映像は通常、閲覧でき
ない仕組みとしており、町民の皆様のプライバ
シーを侵害しないよう最大限の配慮を行ってい
ます。

②防犯対策安心サービス

⑤浸水予測水位確認サービス

　中央幹線排水路に2箇所、藤里港に1箇所、
水位監視用のカメラを設置しています。豪雨や
台風の際は、排水路や港の水位上昇が気になり
ますが、外出して目視確認を行う行為は危険で
す。
　今後は危険な目視確認を行うことなく、
CATV放送等にてリアルタイムで水位の映像
を確認することができます。

③指定避難所のＷｉ‐Ｆｉサービス

　町内の指定避難所に公衆Wi-Fiを整備してい
ます。地域ＢＷＡは、他の通信事業者の電波帯
と異なる周波数を利用していますので、災害時
でも安定した通信環境を確保できます。
　もちろん災害時のみだけでなく、施設をご利
用の際はどなたでも自由にご利用いただくこと
ができます。

　自主運行バスにビーコンとGPS端末を搭載
し、ビーコンによる停留所通過情報とGPS位
置情報を併用し、バス利用者の方が自身でバス
の運行状況を確認することができます。
　自主運行バスの運行状況は、スマートホンや
PC、タブレット、CATV放送で確認すること
ができます。

④自主運行バス運行状況通知サービス

ご存じですか？
地域ＢＷＡ地域ＢＷＡ地域ＢＷＡ
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●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●3月の子育てサロンのお休み
　13日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン
●開設日／木曜日
●時　間／午前9時30分～午後3時30分
●場　所／保健センター

カウンセリング
（要予約　68-6119）

こんに ちは管理栄養士です
◆管理栄養士／☎68-6119

　令和7年度は、皆さまの健康づくりと食への
関心を高めることを目標に、年間を通じて様々
な料理教室を開催しました。特に“食の旅”と題した日本各地の郷土料理作りは大好評で、来年度は
日本にとどまらず世界各地の料理を作る予定をしています。
　引き続き「楽しく美味しく健康に」を合言葉として皆さまの健康づくりの一環となるよう教室を開
催していきます。ぜひ、お気軽にご参加ください。

　令和8年度も様々な教室を計画しています。詳しくは毎月の広報きそさきで確認してください。
　ご興味のある方、お問い合わせは木曽岬町保健センター（電話0567-68-6119）管理栄養士まで。

教室紹介

65歳以上の方向け65歳以上の方向け 食の元気アップ教室、シニアクッキング

筋力アップに効果的な簡単で美味しい料理を紹介しています。

シニア世代に必要な栄養についての話と簡単に作れる郷土料理を紹介しています。

20歳以上の方向け20歳以上の方向け ヘルシークッキング、健康改善教室、糖尿病予防教室

疾病予防をテーマに病気の成り立ちや予防におすすめの料理を紹介しています。

●糖尿病予防教室

●健康改善教室

●ヘルシークッキング

●シニアクッキング

●食の元気アップ教室

糖尿病や予防に大切な運動と食事について説明しています。

健康診断結果の数値改善を目標に、簡単にできる運動紹介や毎日の食事のポイントなどを
紹介しています。

お子さまを持つ方向けお子さまを持つ方向け トマッピーキッチン、歯にやさしいおやつ作り教室

料理の楽しさを伝える教室です。今年は手ごねパンを作りました。

●歯にやさしいおやつ作り教室

●トマッピーキッチン

こどもの成長に大切な食事をテーマに、簡単で美味しいおやつを紹介しています。
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大会結果報告
教育委員会
☎68-1617

問合せ先

全国大会出場！！全国大会出場！！

　“文部科学大臣旗未来くん杯第20回全国中
学生空手道選抜大会（3／ 27 ～ 3 ／ 29）”に
西平桜耶さん（白鷺）の出場が決定しました。
　西平さんは令和7年9月28日（日）にAGF
鈴鹿体育館にて開催された“第18回三重県空
手道錬成大会中学１年生　男子組手”において
3位／敢闘賞となり全国大会への切符を手にし
ました。
　西平さんからは「初めての全国大会なので、
全力を尽くし、1回戦を勝ちたい。全国大会と
いう場を知って帰ってきたい。」と力強い決意
表明を頂きました。

西平桜耶さん
（剛柔流空手道KEアカデミー／空手）

にしひらさく や

西平桜耶さん（写真中央）

木曽岬産新のり　美味しい！！
　今年も「水産業振興部会」様より木曽岬町の特産品である「のり」を２月６日（海苔の日）に
ちなんで寄贈していただきました。
　新のりがとれるこの時期に、一人1枚やきのりを2月６日給食メニュー「キンパ」として、こ
ども園・小中学校の子ども達へ提供いたしました。
　子ども達は、地元の新のりを
大きな口でほおばり、パリパリ
の食感と香りを楽しみながら美
味しく食べていました。
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※「水産業振興部会」様とは、
　木曽岬町の海苔・シジミ操業
　者で組織する部会です。
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木曽岬中学校

学校給食献立学校給食献立学校給食献立
生徒 提 案

　木曽岬中学校では、楽しい給食の提案や食育を目的として１年生の夏休みの課題のひとつに
学校給食の献立作りがあります。提案があった献立の中から４点採用し、実際に学校給食とし
てこども園と小中学校に提供しました。

1月26
日

木曽中
一品

　カレー風味にしたのは、小さい子どもでも
食べやすいようにとの思いがあったからです。

チキンの
カレークリーム煮
チキンの
カレークリーム煮
チキンの
カレークリーム煮

伊藤紗亜羅さん
い とう さ あ ら

1月27
日

木曽中
一品

　野菜が苦手な人でもおいしく食べられるよ
うにと考えてできたメニューです。

豚肉の大根炒め煮・
もやしナムル
豚肉の大根炒め煮・
もやしナムル
豚肉の大根炒め煮・
もやしナムル

きゅうりとササミの
サラダ
きゅうりとササミの
サラダ
きゅうりとササミの
サラダ

加藤　蓮介さん
か とう れんすけ

1月28
日

木曽中
一品

　玉子の量を増やすと見た目もきれいだし、
栄養価もあがるのでこのメニューを作りました。

玉子たっぷり三食丼玉子たっぷり三食丼玉子たっぷり三食丼

鎌田　望叶さん
かま だ も か

1月30
日

木曽中
一品

　「家にある野菜でさっと作れるサラダは？」
と考えた時にできたメニューです。

黒宮　翠久さん
くろみや み く

　木曽岬干拓地内で発電事業を操業されております木曽岬メガソーラー
株式会社様より小学校18教室を始め多くの照明器具のLED化更新を
実施していただきました。ありがとうございました。令和8年度も引き
続き、小学校照明器具のLED化更新を実施していただく予定です。

木曽岬メガソーラー株式会社様より
小学校照明器具のＬＥＤ更新を実施して
いただきました
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　2月1日（日）“第40回木曽岬輪中駅伝大会（主催：体育協会、後援：中日新聞社）”が開催されました。
　40回目となる節目の今大会は、前回大会まで実施していた中学生男子の部と中学生女子の部とスポ少の部の3部門
をジュニアの部に統合して一般の部との2部門で実施し、一般の部には17チーム、ジュニアの部には3チームの全
20チームが参加しました。開会式では選手を代表して木曽岬ミニバスケットボールクラブの諸戸美宙（もろとみそら）
さんと藤井杏南（ふじいあんな）さんが選手宣誓し、その後のレースでは役場から北部クリーンセンター前までの往復
２kmのコースを各チーム６名の走者がタスキを繋ぎました。天候にも恵まれ、選手たちは観客から大きな拍手や声援
を受けながら健脚を競いました。
　なお、主な結果は次のとおりです。

第40回木曽岬輪中駅伝大会が開催されました

●部門別総合成績
準 優 勝

／0:51’34〞

／1:03’23〞

美し国駅伝木曽岬町代表

Kisosaki baseball club2

／0:56’29〞

／1:04’09〞

教職員ジョギング愛好会

Kisosaki baseball club1

／0:57’45〞

／1:09’36〞

四 工 Ｏ Ｂ

木 曽 岬 ミ ニ バ ス

チーム名／タイム

チーム名／タイム

一 般 の 部

ジュニアの部

第 3 位優 勝区 間

●部門別1位成績（敬称略）

／0:07’13〞

／0:09’11〞

奈良　賢治

伊藤　大誠

名 前 ／ タ イ ム

名 前 ／ タ イ ム

一 般 の 部

ジュニアの部

１ 位区 間

ジュニアの部優勝「Kisosaki baseball club2」チーム

一般の部優勝「美し国駅伝木曽岬町代表」チーム

選手宣誓！

後は頼むぞ！
タスキをつなぐ
選手たち

拍手で迎えられフィニッシュ‼

号砲とともに
一斉にスタート！

折り返し地点！
あと半分だ
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第１9回美し国三重市町対抗駅伝
木曽岬町代表チーム壮行会開催

がんば
れ！

木曽岬
チーム

　２月８日（日）に木曽岬町役場4階において、第19
回美し国三重市町対抗駅伝木曽岬町代表チームの壮行
会を開催しました。
　壮行会では村上監督から代表選手の名前が呼ばれ、
紹介されました。その後、三輪町長から選手へ激励の
言葉のほか、町議会の親睦会からは激励品が贈呈され

ました。そして最後に選手を代表して第３区の中学生
男子区間を走る黒宮将斗さんと伊藤大誠さんが『木曽
岬町を代表して出場できることに誇りを持ち、選手一
人ひとりが楽しく走り、木曽岬町の襷を最後までつな
げられるよう精一杯頑張ります！』と大会出場への抱
負を力強く語ってくれました。

みんなで記念撮影。入賞目指して頑張るぞ！町議会から激励品を受ける代表選手

　町としては、子どもたちが運動できる機会を確保し、体力・運動能力の向上に努めてまいりますので、ご家
庭におかれましてもお子様に適度な運動・十分な睡眠・バランスの良い食事へのお声かけをしていただくなど、
子どもたちの体力・運動能力向上のためのご協力をよろしくお願いします。

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」が行われ、結果がスポーツ庁より1月に公表されました。
全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果をお知らせします

◎実施学年／小学校５年生、中学校２年生

◎調査結果／小学５年生：走力・筋力・跳躍力・敏捷性で全国平均を上回る結果が多く見られました。
　　　　　　中学２年生：50m走や女子の握力・投力が全国平均を上回りました。

令和7年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査　結果（小5・中2）令和7年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査　結果（小5・中2）
【木曽岬小 5年生】 【木曽岬中 2年生】

小5男子
全国
木曽岬町

15.96
◎

15.61
◎

小5女子
握力（kg）【筋力】

中2男子
全国
木曽岬町

28.95
△

23.15
◎

中2女子
握力（kg）【筋力】

中2男子
全国
木曽岬町

409.25
△

309.66
△

中2女子
持久走（秒）【全身持久力】

中2男子
全国
木曽岬町

26.09
△

21.70
△

中2女子
上体起こし（回）【筋持久力】

中2男子
全国
木曽岬町

8.00
◎

8.97
◎

中2女子
50m走（秒）【走力】

中2男子
全国
木曽岬町

45.12
△

46.99
△

中2女子
長座体前屈（cm）【柔軟性】

中2男子
全国
木曽岬町

197.51
△

166.44
△

中2女子
立ち幅跳び（cm）【跳躍力】

中2男子
全国
木曽岬町

51.64
△

45.74
□

中2女子
反復横跳び（点）【敏捷性】

中2男子
全国
木曽岬町

20.74
□

12.43
◎

中2女子
〈中〉ハンドボール投げ（m）【投力】

小5男子
全国

木曽岬町
47.94
△

36.85
□

小5女子
20mシャトルラン（回）【全身持久力】

小5男子
全国
木曽岬町

19.46
◎

18.36
◎

小5女子
上体起こし（回）【筋持久力】

小5男子
全国

木曽岬町
9.46
◎

9.77
◎

小5女子
50m走（秒）【走力】

小5男子
全国
木曽岬町

33.88
△

38.15
◎

小5女子
長座体前屈（cm）【柔軟性】

小5男子
全国

木曽岬町
150.93
◎

142.34
△

小5女子
立ち幅跳び（cm）【跳躍力】

小5男子
全国
木曽岬町

40.89
◎

38.70
□

小5女子
反復横跳び（点）【敏捷性】

小5男子
全国

木曽岬町
21.06
◎

13.11
△

小5女子
〈小〉ソフトボール投げ（m）【投力】

◎：全国平均を上回ったもの　　△：全国平均を下回ったもの　　□：全国平均と同水準のもの
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　小中学校では、地域の皆さんの協力を得ながら「郷土学習」に取り組んでいます。小学校６年間と中学校３年間
を通して町のことを知り、町に愛着を持ち、町をより良くするために自分たちができることは何かを考え、まちづ
くりの主体者として行動できる力を身につける機会としています。今回は、郷土学習の集大成として２月に実施した、
中学２年生による『ふるさと懇談会』の取り組みを紹介します。

　議員の皆さんからは、「皆さんの発想には感心する。もっといい考えがあったらまた教えて欲しい」、「皆さんの
質問にどのように答えるかを考えて懇談会に臨んだ。自分もよい学びになったので、今後も中学生との交流を続け
ていきたい」等のお話をいただきました。生徒たちは、今回の貴重な経験を通して、また一つ「ふるさと木曽岬」
について考え、愛着を深められたと思います。これから、子どもたちがまちづくりの主体者として成長してくれる
ことを期待しています。

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン4  連載シリーズ⑩ 【木曽岬町教育委員会】

中学生と町議会議員とのふるさと懇談会　開催！

「町の人口を増やすための施策」について考える
　２月６日（金）に中学校の防災多目的ホールにて「中学生と町議会議員とのふるさと懇談会」を開催
しました。この取り組みは、平成31年２月に第１回が行われ、途中新型コロナウイルス感染症の影
響による中止を経て、今回で４回目の開催となります。
　当日は、中学２年生の生徒が８つのグループに分かれ、各グル
ープに１名ずつ議員の方々が入り、進行役をしながら意見交流を
行いました。
　各グループでは、はじめに自己紹介とアイスブレイキングを兼
ねて、「いま一生懸命頑張っていること」についてお互いに話を
してから、議員の皆さんからいただいたテーマである「町の人口
を増やすための施策」について、生徒が考えてきたことをプレゼ
ンしました。そのあと、テーマに沿って意見交流しました。
　懇談会のテーマについてプレゼンを行うことは、今回初めての
取り組みでしたが、自分たちが事前に考えてきたことをしっかり
まとめ、議員の皆さんに伝えることが出来、とても有意義な活動
になりました。懇談会が進むにつれて、様々な意見が生徒から出
され、町づくりに対する関心の高さが見られました。
　生徒から出された意見や提案の一部を以下に紹介します。

①空き家対策の視点：「空き家を改修し、壊すのではなく生かしてはどうか」、「空き家を安く利用できるようにし、
町外の方に活用してもらうことで人口増につなげる」、「空き家バンクを町ホームページに公開する」など色々な
意見が提案されました。また、人口が増えると空き家が減るので、人が集まる工夫について議論を深めました。
②観光・集客交流施策の視点：「桜堤防を利用した集客で、パンフレットを幅広い世代にわかるように作る」、「ト
マト狩りの企画」、「トマトをスイーツなどに加工する」、「小学校横のメタセコイヤの木にイルミネーションをし
たり、ライトアップをしたりして集客につなげる」、「インスタグラムなどＳＮＳの活用」など、たくさんアイデ
アが出ました。 
③環境保全施策の視点：「木曽川堤防で夜バイクの騒音がやかましいので対策が必要」、「桜堤防の空き缶やペッ
トボトルのポイ捨て対策」、「町内の時計台の整備」などの課題が出されました。
④道路整備、交通施策の視点：「交通の便が悪いので、トマッピーバスの便数を増やす」、「最終バスの時間が早く、
親に弥富駅まで迎えに来てもらうので、最終バスの時間を遅くする」という提案が数多く出されました。
⑤子育て支援施策の視点：他市町での取り組みを参考に、「育児用品の購入助成をしたらどうか」という具体的
な提案が出され、司会役の議員の方も感心されていました。
⑥教育・文化・環境保全施策の視点：「大きな公園やグラウンドを整備してはどうか」、「色々なスポーツをでき
るように総合運動公園を整備するなど、人の集まる施設を創ると人口が増加するのでは」との意見がでました。
また、「学校のタブレット端末の容量を増やし、有効活用できるよう整備して欲しい」との声もありました。
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今月の図書館コーナー
　春の気配が少しずつ感じられる季節になりました。暖かくなると、お出かけしたくなりますね。
　図書館では、3月15日（日）に大人向け講座「旅行好きな人寄っといで」を開催します。行きたい場所や楽し
みたいことを伺いながら、スタッフと一緒に旅の計画を考えるワークショップです。今回は開催時間内の個別
対応で、自分だけの旅プランを作ることができます。
　図書館が、みなさんの暮らしに小さな楽しみやヒントが見つかる場所でありますように。今月もどうぞお立
ち寄りください。

イベント

おすすめの一冊紹介

　思いがけない環境の変化に戸惑ったとき、気持
ちを軽くしてくれる１冊です。
　チーズを探す物語を通して、今のやり方にとら
われず、一歩踏み出す大切さをやさしく伝えま
す。原作本も所蔵していますが、この本はマンガ
版で読みやすく、日々の中で前向きになれるヒン
トが見つかります。 
　3月は、生活や仕事の環境が変わりやすい時期。
そんな季節に手に取りたい本です。

「マンガでわかる チーズはどこへ消えた？」
スペンサー・ジョンソン╱著、星井博文╱シナリオ、

松浦まどか╱マンガ、多田あゆ実╱マンガ（933.7 マン）

図書館よみきかせ会「はるのおはなし」
●日　時／ 15日（日）
　　　　　午前11時～午前11時30分
●対　象／年齢制限なしで、どなたでも参加してい
　　　　　ただけます

としょかん「まなびや」
●日　時／ 15日（日）
　　　　　午前10時～午後3時
●テーマ／「旅行好きな人寄っといで」
　　　　　旅行先で何する？何食べる？個別でお話
　　　　　を伺います。
　　　　　プランを一緒に考えましょう！
●対　象／中学生以上
　　　　　※親子連れでも可
　　　　　※予約なし

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または
　役場東口入口右の返却ポストに返却
　をお願いします。
●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

コーナー紹介
一般コーナー「おとなにも

読んでほしい児童書」（メイン展示）
児童コーナー「エッセイ（児童棚）

「あたらしいことへの
挑戦と準備」（カウンター横）

ミニコーナー

3月 図書館カレンダー

●休館日　■祝日　★読み聞かせ実施日　▲まなびや実施日

日 月 火 水

2

15

22

29

23

3 4

9

7

14

16

13

木 金 土

12

65

10 11

201917 18

27262524

30 31

21

28

8

1

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ボッチャやモルックなどを実施していますのでぜひ体育館へ
お越しください。
22日㈰　午後1時～午後4時

22日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎休館中教育関連施設

開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時
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木曽岬町子ども議会宣言
　私たち６年生は、ここ木曽岬小学校で楽しく６年間を過ごし、あと1ヶ月半ほどで卒業します。
　残された日々を有意義に過ごすため、以下の点を確認し、ここに子ども議会宣言とします。

●私たちは相手の想いを大切にし、努力や思いやりの心を忘れずに、行動します。
　そして居心地の良いクラスにしていきます。
●私たちは中学生になっても、小学生で学んだことを活かし、自ら考え行動し、自
　分の夢をあきらめず、これから進む道に全力をつくしていきます。
●私たちは木曽岬町の一員として、みんなが暮らしやすくなるために、町のことを
　考え、自分たちにできることを見つけたり、あいさつを大切にした
　りしていきます。

令和8年2月16日 木曽岬小学校　6年A組代表
服 部 風 香

　

私
た
ち
は
、
役
場
の
充
実
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

の
子
ど
も
議
会
の
記
事
を
読
み
、

大
き
な
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
知
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
役
場
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
も
っ
と
私
た
ち
の
く

ら
し
が
安
心
で
便
利
な
も
の
に
な

る
と
考
え
ま
し
た
。
役
場
の
充
実

の
方
法
と
し
て
３
つ
を
提
案
し
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
防
犯
グ
ッ
ズ
や
防

災
グ
ッ
ズ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
で
す
。
全
校
児
童
に

子
ど
も
議
会
で
伝
え
た
い
こ
と
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
３
年
生
の
皆
さ

ん
か
ら
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
に
便

利
で
役
立
つ
防
犯
グ
ッ
ズ
や
防
災

グ
ッ
ズ
が
役
場
に
売
っ
て
い
た
ら

安
心
で
き
る
と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。
木
曽
岬
町
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
で
最
大
震
度
が
６
強
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
役
場
に
防
災
グ

ッ
ズ
等
が
売
っ
て
い
る
と
、
も
っ

と
手
軽
に
災
害
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
つ
目
は
、
家
庭
で
使
わ
な
く

な
っ
た
も
の
を
リ
ユ
ー
ス
で
き
る

場
所
も
設
置
す
る
こ
と
で
す
。
リ

ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
こ
と
で
、

町
民
ど
う
し
で
の
助
け
合
い
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
文

房
具
が
買
え
る
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
で
す
。
令
和
４
年
度
の

子
ど
も
議
会
の
記
事
で
「
町
内
の

商
店
で
文
房
具
を
、
取
り
扱
う
よ

う
働
き
か
け
を
要
望
し
た
」
と
知

り
ま
し
た
。
回
答
で
「
店
舗
に
お

願
い
す
る
か
、
学
校
で
ま
と
め
て

購
入
す
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
身
近
で
文
房
具

を
買
え
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

勉
強
を
す
る
上
で
、
文
房
具
は
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
町
立
図

書
館
で
勉
強
し
て
い
る
時
に
、「
文

房
具
を
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
困

っ
た
。」
な
ど
の
声
も
聴
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
役
場

内
で
文
房
具
が
買
え
る
場
所
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

以
上
の
３
つ
を
役
場
の
充
実
と

し
て
、
私
た
ち
は
考
え
ま
し
た
が
、

木
曽
岬
町
の
対
策
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
今
回
、
役
場
の
充
実
に

つ
い
て
３
つ
の
視
点
か
ら
具
体
的

な
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
常
々
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
役
場
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
が
過
去
の
子
ど
も
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会
の

記
録
を
読
み
込
み
、
全
校
児
童
の

意
見
も
聞
き
取
り
な
が
ら
考
え
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
「
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に
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は
、
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の
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え
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小
島
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務
政
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長

子
ど
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藤
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Ｏ
Ｎ
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と
い
う
点
で
、
大
変
重
要
な
提
案

だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
「
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ

ー
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
同
士
の

助
け
合
い
や
、
資
源
を
大
切
に
す

る
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
発
想
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
つ
目
の
「
文
房
具

販
売
コ
ー
ナ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
で
勉
強
中
に
困
っ
た
と
い

う
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
た
、
貴

重
な
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
の
提
案
は
、
ど
れ
も
「
町

民
の
皆
さ
ん
が
も
っ
と
便
利
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
い

う
思
い
か
ら
考
え
て
く
れ
た
も
の

で
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ

ア
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
役
場
で
商
品
を
販
売
す

る
に
は
、
い
く
つ
か
難
し
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
ど
ん

な
商
品
を
ど
れ
く
ら
い
仕
入
れ
る

の
か
。」「
売
れ
残
っ
た
商
品
を
ど

こ
で
保
管
す
る
の
か
。」「
お
金
の

や
り
取
り
や
販
売
を
担
当
す
る
人

を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。」「
町
内

の
お
店
で
同
じ
よ
う
な
商
品
を
売

っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
お
店
の
商

売
に
影
響
が
出
な
い
の
か
。」
と

い
っ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
点
を
一
つ
ず
つ
ク
リ

ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
で

は
、「
壊
れ
て
い
る
も
の
や
危
な

い
も
の
が
な
い
か
を
ど
う
や
っ
て

確
認
す
る
の
か
。」「
た
く
さ
ん
の

品
物
を
ど
こ
で
保
管
す
る
の
か
。」

と
い
っ
た
こ
と
も
、
し
っ
か
り
と

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
現
す
る
に
は
、

た
く
さ
ん
の
調
整
や
準
備
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
始
め

る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
今
回
「
役
場
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
た
い
」
と
い
う
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
町
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
提

案
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
役
場
に
す

る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
、
こ

れ
か
ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
町
の
未
来
を
担
う
小
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
こ
う
し
て
真
剣

に
町
の
こ
と
を
考
え
、
具
体
的
な

提
案
を
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
私

た
ち
大
人
に
と
っ
て
、
と
て
も
心

強
く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
こ
う
し
た
ら

も
っ
と
良
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
や
、
気
づ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
日
本
は
、
夏
に
は
と
て
も

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
昨
年
の
夏

に
は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
い
う
２８
度
以
上
の
日
が
と
て

も
長
く
続
き
ま
し
た
。
消
防
庁
の

公
式
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
２
５

年
の
５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

日
本
全
国
で
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
者
は
史
上
初
め
て
１０
万
人
を

超
え
た
そ
う
で
す
。
あ
ま
り
の
猛

暑
に
よ
っ
て
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ク
ラ
ス
で
夏
休
み
の

過
ご
し
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
結
果
、
家
で
ゲ
ー
ム
を

す
る
人
が
約
６０
％
で
し
た
。
外
は

暑
す
ぎ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
室

内
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
人
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
室

内
で
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て
い
る
と
、

体
を
動
か
す
時
間
が
減
っ
た
り
、

視
力
が
低
下
し
た
り
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
ぼ
く
た
ち
は
、
屋
内
で

遊
べ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
夏

休
み
な
ど
の
間
、
体
育
館
を
開
放

し
た
り
、
木
曽
岬
温
泉
な
ど
の
あ

い
て
い
る
土
地
を
使
っ
た
屋
内
公

園
な
ど
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
が
増
え
、
運
動
不
足
解
消
や

仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
機
会
が
増
え
る
と
考
え
ま

し
た
。
木
曽
岬
町
の
対
策
と
し
て
、

暑
い
日
で
も
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
遊
べ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
の
と
て
も
暑
い
夏
の
た
め

に
熱
中
症
の
心
配
が
増
え
、
外
で

遊
べ
な
い
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
や
、
家
の
中
で
ゲ
ー
ム

を
す
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
運
動

不
足
や
目
が
悪
く
な
る
心
配
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
体
を
動
か
せ
る
場
所
が
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
は
大
切
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
体
育
館
の
開
放
に
つ
い
て
で

す
が
、現
在
は
月
に
２
回（
第
２
日

曜
日
・
第
４
日
曜
日
）こ
の
月
２
回

を
一
般
開
放
日
と
し
て
、
ど
な
た

で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
夏
休
み
の

間
に
平
日
の
開
放
日
を
増
や
せ
な

い
か
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
開
放
日
を
増
や
す
に

は
「
安
全
」
と
「
体
育
館
ま
で
の

行
き
方
」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
安
全
面

で
は
、
け
が
や
体
調
が
悪
く
な
っ

た
と
き
の
対
応
や
、
子
ど
も
だ
け

で
使
う
と
き
、
だ
れ
が
責
任
を
も

つ
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

今
の
開
放
日
に
は
体
育
館
を
管
理

す
る
人
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

夏
休
み
の
平
日
に
も
同
じ
よ
う
に

す
る
に
は
人
手
を
増
や
す
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
の
費
用
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
移
動
手
段
の
問
題
で
は
、

猛
暑
の
中
で
自
転
車
や
歩
き
で
体

育
館
に
行
く
こ
と
自
体
が
危
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
体
育
館
の
近

く
に
住
ん
で
い
る
子
は
歩
い
て
来

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
遠

く
に
住
ん
で
い
る
子
が
安
全
に
来

ら
れ
る
方
法
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
で
す
。

　

ま
た
、
空
き
地
を
使
っ
て
屋
内

の
公
園
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
ん
な
施
設
に
す
る
か
、
ど
こ
に

作
る
か
、
ど
れ
く
ら
い
お
金
が
か

か
る
か
な
ど
、
た
く
さ
ん
決
め
る

こ
と
が
あ
り
、
短
い
時
間
で
実
現

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
し
い
屋
内
施
設
を
作
っ
た

と
し
て
も
、
先
に
あ
げ
た
安
全
と

答弁

村
上
教
育
課
長

山
本
　
海
周
議
員

や
ま
も
と

か
い
し
ゅ
う

質問

屋
内
施
設
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
だ
よ
り
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察
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コ
ー
ナ
ー
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移
動
の
問
題
を
同
時
に
解
決
し
な

け
れ
ば
、
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
使
え
る
場
所
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
教
育
委
員

会
で
は
実
現
で
き
る
方
法
と
し
て
、

ま
ず
町
体
育
館
の
夏
休
み
期
間
中

の
平
日
の
開
放
日
を
増
や
せ
る
か

ど
う
か
、
問
題
点
を
整
理
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
題
が
解
決
す
る
ま
で
の
間
は
、

今
の
町
体
育
館
の
一
般
開
放
日
を

も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
そ
さ
き
Ａ
Ｚ

ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る
小
学
生
向

け
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
陸
上
教
室
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
チ
ア
ダ
ン

ス
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
、
体
を

動
か
す
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
小
学
校
に
は
、
宗
教
上

の
理
由
で
給
食
を
食
べ
ず
に
お
弁

当
を
持
っ
て
き
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
全
校
で
お
弁
当
を
持
っ
て
き

て
い
る
子
は
１８
人
で
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
人
た
ち
で
す
。

　

木
曽
岬
町
の
人
口
は
１１
月
末
の

時
点
で
５
８
７
０
人
、
木
曽
岬
町

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
人
数
は

７
８
２
人
で
し
た
。
こ
れ
は
木
曽

岬
町
の
人
口
の
約
１３
％
に
あ
た
り

ま
す
。
年
々
、
外
国
人
の
人
が
増

え
て
き
て
お
り
、
お
弁
当
を
も
っ

て
く
る
児
童
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
外
国
人
は
増
え
て

お
り
、
茨
城
県
の
学
校
で
は
、
年

に
２
回
ハ
ラ
ル
給
食
が
提
供
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ぼ
く
は
み
ん
な
と
同
じ
給
食
を

食
べ
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
お

母
さ
ん
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い

か
ら
で
す
。
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、

毎
日
４
人
分
の
お
弁
当
を
作
っ
て

い
る
か
ら
大
変
で
す
。
ぼ
く
は
み

ん
な
が
お
か
わ
り
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
て
い
い
な
あ
と
思
う
と

同
時
に
、
ぼ
く
は
お
か
わ
り
で
き

な
い
か
ら
、
悲
し
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
の
給

食
を
見
て
美
味
し
そ
う
に
感
じ
る

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
月
に
１

回
で
も
い
い
の
で
、
み
ん
な
と
同

じ
給
食
を
食
べ
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
み
た
い
に
、
お
弁
当
を
持

っ
て
き
て
い
る
子
の
保
護
者
の
人

は
、
朝
早
く
か
ら
お
弁
当
を
作
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
の
お
母

さ
ん
は
、
味
や
匂
い
な
ど
に
も
気

を
使
っ
て
、
周
り
の
子
が
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ぼ
く
だ
け
で
な
く
、
木
曽

岬
小
学
校
で
お
弁
当
を
持
っ
て
き

て
い
る
子
た
ち
は
、
み
ん
な
と
同

じ
給
食
を
食
べ
た
い
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
月
に
１
回
程
度
で
ハ
ラ

ル
給
食
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
ぼ
く
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、
食
べ
て
よ

い
も
の
を
「
ハ
ラ
ル
」、
食
べ
て

は
い
け
な
い
も
の
を
「
ハ
ラ
ム
」

と
い
い
ま
す
。
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー

ル
は
「
ハ
ラ
ム
」
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、「
ハ
ラ
ム
」
の
も
の
と
同

じ
調
理
器
具
で
作
っ
た
り
、
同
じ

車
で
運
ん
だ
り
す
る
と
、
食
べ
物

が
混
ざ
っ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
、

あ
ま
り
よ
く
な
い
と
考
え
る
人
が

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
一
人
ひ
と
り
の
信
じ
て

い
る
こ
と
や
考
え
方
を
大
切
に
す

る
時
代
で
す
。
人
に
迷
惑
を
か
け

な
け
れ
ば
、
み
ん
な
の
考
え
方
や

個
性
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
木
曽
岬
町
に
住
ん
で
い
る
外

国
の
方
や
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
じ

て
い
る
児
童
生
徒
の
給
食
の
希
望

に
は
、
で
き
る
だ
け
配
慮
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
設
備
や
調
理
を
す
る
人
の
数
で

は
、「
ハ
ラ
ル
の
食
材
」と「
ハ
ラ
ム

の
食
材
」を
完
全
に
分
け
て
、別
々

に
作
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

今
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
し
て
、

卵
や
ご
ま
、
豆
乳
な
ど
を
使
わ
な

い
給
食
を
出
し
て
い
ま
す
が
、「
ハ

ラ
ル
専
用
の
調
理
方
法
」
を
考
え

た
り
、
調
理
す
る
人
を
用
意
す
る

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
、
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
児
童
と
そ
の
保
護
者
の
方
か
ら

「
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
は
自
分
で

取
り
除
く
の
で
給
食
を
食
べ
た

い
」
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
献
立
表
を
見
て
、
保
護
者
の

方
と
よ
く
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

「
自
分
で
取
り
除
い
て
食
べ
る
こ

と
」
や
、
そ
の
日
の
配
膳
を
希
望

し
な
い
選
択
を
す
る
こ
と
は
差
し

支
え
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
昨

年
４
月
か
ら
は
、
学
校
で
給
食
の

希
望
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
と

き
は
、
そ
の
よ
う
に
案
内
し
て
い

ま
す
。

　

ご
提
案
の
あ
っ
た
「
月
に
１
回

く
ら
い
ハ
ラ
ル
給
食
を
出
す
」
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
給

食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
や
人
の
面
で

難
し
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

た
だ
し
、
給
食
を
食
べ
た
い
と
い

う
児
童
の
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
は

大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
学
校
や
保
護
者
、
関
係
す
る

人
た
ち
と
相
談
し
な
が
ら
、
で
き

る
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
献
立
表
を
よ
く
確
認

し
て
、
保
護
者
の
方
と
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み
な
さ

ん
自
身
で
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を

取
り
除
い
て
食
べ
る
方
法
な
ど
、

今
で
き
る
対
応
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
通
学
路
の
安
全
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
過
去
に
、
令

和
６
年
度
に
も
通
学
路
の
安
全
に

つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も

議
会
に
向
け
て
、
全
校
の
児
童
に
、

も
っ
と
快
適
な
木
曽
岬
町
に
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、
３
年

生
と
４
年
生
か
ら
、
通
学
路
の
安
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Ｏ
Ｒ
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Ｏ
Ｎ
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全
に
関
す
る
意
見
が
挙
が
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、私
た
ち
は
、通
学
路
が

も
っ
と
安
全
に
な
る
た
め
に
、
４

つ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
街
灯
の
増
設
で
す
。

令
和
６
年
度
に
も
、
同
じ
よ
う
に

街
灯
の
増
設
に
つ
い
て
話
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
冬
の
季
節
は
、
暗

く
な
る
の
が
早
く
、
現
在
の
街
灯

で
は
不
安
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
木
曽
岬
町
役
場
の
周
り
は

と
て
も
明
る
い
の
で
す
が
、
他
の

地
域
に
も
、
街
灯
が
増
え
る
と
も

っ
と
安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

汚
れ
に
つ
い
て
で
す
。
町
内
に
は
、

た
く
さ
ん
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
汚
れ
で
見
え
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
づ
ら
く
、

道
路
に
少
し
出
て
、
直
接
、
目
で

見
て
確
か
め
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
が
き
れ
い

に
な
る
と
、
も
っ
と
安
心
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
歩
道
に
つ
い
て
で

す
。
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
大
通

り
に
は
、
歩
道
が
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
幅
が
狭
く
、

危
な
い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。歩
道
を
作
っ
た
り
、歩
行
者

に
と
っ
て
も
っ
と
安
全
な
道
幅
が

あ
っ
た
り
す
る
と
も
っ
と
安
心
で

き
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、
街
路
樹
に
つ
い
て

で
す
。
木
曽
岬
小
学
校
の
通
学
路

に
は
、
日
影
が
な
い
と
こ
ろ
が
多

く
、
夏
場
の
登
下
校
の
時
に
、
日

影
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
街
路

樹
が
あ
れ
ば
、
日
影
が
で
き
る
し
、

緑
も
あ
っ
て
涼
し
く
感
じ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
町
で
は
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

１
つ
目
の
街
灯
の
増
設
に
つ
い

て
で
す
が
、
木
曽
岬
干
拓
地
で
太

陽
光
発
電
事
業
を
行
っ
て
い
る
木

曽
岬
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
に

協
力
い
た
だ
き
、
令
和
４
年
度
か

ら
こ
れ
ま
で
に
防
犯
灯
１
０
０
基

を
住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
の
近
く

に
新
し
く
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
防
犯
灯
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
要
望
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
に
つ
い
て
、
そ
の
周
り
の
様

子
を
確
認
の
う
え
、
必
要
に
応
じ

て
増
や
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
犯
灯
は
、
夜
間
の
安
全
な
通

行
と
防
犯
の
面
で
非
常
に
重
要
な

も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
防
犯

灯
を
増
や
し
た
方
が
よ
い
と
思
う

場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校
や

保
護
者
の
方
を
通
じ
て
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
２
つ
目
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
に
つ
い
て
で
す
。
見
通
し
の
悪

い
交
差
点
で
、
も
の
す
ご
く
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
近
づ
い
て
く
る
自
動

車
は
、
歩
行
者
か
ら
見
た
ら
、
分

か
っ
て
い
て
も
と
て
も
怖
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
更
に
、
安
全
を

確
認
す
る
た
め
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
汚
れ
て
い
て
は
、
も
っ
と
怖
く

感
じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
議
員
か
ら
大
変
貴
重
な

歩
行
者
目
線
で
の
ご
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
通

学
路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
再
点
検

し
、
汚
れ
て
見
え
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
清
掃
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
古
く
な
っ
て
曇

っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
順
番

に
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
３
つ
目
の
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て
で
す
。
道
路
の
道
幅
を

広
げ
た
り
新
し
く
歩
道
を
設
置
す

る
に
は
、
そ
の
道
路
に
面
し
た
土

地
や
建
物
を
、
所
有
者
の
方
に
譲

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
る

た
め
、
と
て
も
大
変
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
お
金
も
も
の
す
ご
く
か
か

っ
て
し
ま
う
た
め
、
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
歩
道
の
な
い

通
学
路
に
は
、
車
が
走
る
場
所
と

歩
行
者
が
歩
く
場
所
を
一
目
で
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
歩

行
者
が
歩
く
場
所
を
緑
色
に
着
色

し
て
、
自
動
車
を
運
転
す
る
人
に

注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
の
北
側
で
は
、
水

路
の
上
に
蓋
を
架
け
て
、
そ
の
上

を
歩
行
者
が
歩
け
る
よ
う
に
し
て
、

通
学
路
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
進
め
て
い
ま

す
。

　

道
路
の
道
幅
を
広
げ
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、こ
の
よ
う
に
色
々

な
工
夫
を
し
な
が
ら
、
今
後
も
歩

行
者
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
４
つ
目
の
街
路
樹
に
つ

い
て
で
す
。
通
学
路
へ
の
街
路
樹

の
設
置
で
す
が
、
環
境
に
も
優
し

く
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ご
提
案

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

道
路
に
街
路
樹
を
設
置
す
る
に
は
、

道
路
の
幅
に
た
く
さ
ん
の
ゆ
と
り

が
無
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
の
ご
質
問
に

も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
歩
道
を

設
置
す
る
ゆ
と
り
も
な
い
現
在
の

道
路
の
状
況
を
考
え
ま
す
と
、
せ

っ
か
く
素
敵
な
ご
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
あ
る
道
路
に
街

路
樹
を
設
置
し
て
い
く
こ
と
は
、

残
念
な
が
ら
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
近
年
の
夏
は
猛
暑
日
と

な
る
こ
と
も
大
変
多
い
の
で
、
登

下
校
時
に
お
け
る
熱
中
症
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
の
立
場

か
ら
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら

れ
る
か
、
学
校
と
教
育
委
員
会
と

も
相
談
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、今
後
の
通
学
路
の
安
全

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

　

毎
年
、
役
場
で
は
通
学
路
の
安

全
を
考
え
る
会
議
を
開
催
し
て
い

て
、
み
な
さ
ん
が
登
下
校
す
る
通

学
路
に
危
険
な
場
所
が
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
役
場
と
教
育

委
員
会
、
学
校
、
三
重
県
、
警
察
、

色
々
な
機
関
が
協
力
し
て
、小
学
生

の
皆
さ
ん
が
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

通
学
路
の
安
全
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
会
議
を

継
続
し
て
開
催
し
、
安
全
で
安
心

し
て
登
下
校
で
き
る
通
学
路
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

答弁

中
里
建
設
課
長教

育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー
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情
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Ｏ
Ｒ
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で
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３
月
４
日（
水
）、
１１
日（
水
）、

　
　
　
１８
日（
水
）、
２８
日（
土
）

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
き
れ
い
で
活
躍
し
そ
う
な

モ
ノ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
必
要
な

人
に
譲
る
不
用
品
交
換
の
お
店
を
開

催
し
ま
す
。

●
場
　
　
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　
管
理
棟
２
階

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾
字
沢
地
4028
）

●
時
　
　
間

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
対
　
　
象

　
桑
名
市
、
木
曽
岬
町
、
東
員
町
の

　
在
住
者

●
取
扱
商
品

　
家
具
類
、
衣
類
、
食
器
類
、
お
も

　
ち
ゃ
、
絵
本

　
持
ち
込
み
・
持
ち
帰
り
と
も
お
ひ

　
と
り
様
５
点
ま
で

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
　
商
品
紹
介
な
ど
弊
社
ホ
ー
ム
ペ

　
　
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
３
月
２８
日（
土
）

　
午
前
の
部　
午
前
１０
時
か
ら

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
か
ら

　
（
約
９０
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
す
。）

●
会
　
　
場

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾
字
沢
地
4028
）

　
午
前
の
部　
午
後
の
部　

　
管
理
棟
２
階　
ホ
ー
ル

●
実
施
内
容
・
定
員

　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
い
サ
メ
の
口
か

　
ら
お
は
じ
き
を
取
る
お
も
ち
ゃ
を

　
作
り
ま
す
。

　
口
を
閉
じ
ず
に
取
れ
る
か
な
？

●
参
加
対
象

　
対
象
：
桑
名
市
・
木
曽
岬
町
・
東

　
員
町
在
住
者
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
先
着
順
の

　
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
年
齢
小
学
３
年
生
以
上
。
小

　
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
対
象

　
年
齢
以
下
の
場
合
は
子
ど
も
１
人

　
に
つ
き
保
護
者
１
人
の
付
き
添
い

　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
期
間

　
３
月
２
日（
月
）か
ら　
弊
社
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
予
約
。

　

※

定
員
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り

　
　
ま
す
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
く
わ
な
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失

業
率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で

す
。
仕
事
や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い

人
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若
者
に
対

し
、
相
談
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま

で
を
全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」
へ

の
相
談
を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
く

だ
さ
い
（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３

５
９
│
７
２
８
０
）

●
時
　
　
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場
　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉・教
育
セ
ン
タ
ー

　
和
室

●
対
　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目

　
指
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

●
そ  

の  

他

　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
３
月
１
日（
日
）か
ら
７
日（
土
）ま

で
全
国
一
斉
に
、
春
季
火
災
予
防
運

動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

　
ご
自
身
の
命
、
ご
家
族
の
命
、
そ

し
て
財
産
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
や
消
火
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
桑
名
市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
火

災
の
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
、

次
の
取
り
組
み
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

【
住
宅
防
火
講
習
会
】

【
住
宅
防
火
診
断
】

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
け
・

点
検
支
援
】

 

是
非
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
８
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
３

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

モ
ノ
・
コ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
催

春
季
火
災
予
防
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

令
和
８
年
３
月

３
月
１９
日

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
作
っ
て
遊
ぼ
う

ぱ
っ
く
ん
パ
ニ
ッ
ク
」

開
催
の
お
知
ら
せ

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

ホームページは
こちらから

ホームページは
こちらから

問

問

問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報



21 広報きそさき　2026.3.1

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
に
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
対  

象  

者

　
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す

　
る
年
度
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以

　
下
（※

１
）
の
学
生
（※

２
）
が

　
対
象
で
す
。
な
お
、
家
族
の
方
の

　
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
（※

１
）

　
　
所
得
基
準（
申
請
者
本
人
の
み
）

　
　
１
２
８
万
円
（
令
和
２
年
度
以

　
　
前
は
１
１
８
万
円
）+

扶
養
親

　
　
族
等
の
数×

３８
万
円+

社
会

　
　
保
険
料
控
除
等

　
（※

２
）

　
　
学
生
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）、

　
　
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

　
　
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、

　
　
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

　
　
（※

３
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

　
　
日
本
分
校
（※

４
）
に
在
学
す

　
　
る
方
で
夜
間
・
定
時
制
課
程
や

　
　
通
信
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す

　
　
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
の
方

　
　
が
対
象
で
す
。

　
（※

３
）

　
　
各
種
学
校

　
　
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程

　
　
に
在
学
し
て
い
る
方
に
限
り
ま

　
　
す
（
私
立
の
各
種
学
校
に
つ
い

　
　
て
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を

　
　
受
け
た
学
校
に
限
り
ま
す
。）

　
（※

４
）

　
　
海
外
大
学
の
日
本
分
校

　
　
日
本
国
内
に
あ
る
海
外
大
学
の

　
　
日
本
分
校
等
で
あ
っ
て
、
文
部

　
　
科
学
大
臣
が
個
別
に
指
定
し
た

　
　
課
程

●
必
要
な
添
付
書
類

•
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の
コ
ピ
ー

　
ま
た
は
年
金
手
帳
（
氏
名
の
記
載

　
ペ
ー
ジ
）
の
コ
ピ
ー
等

•
学
生
等
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
学
生

　
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

　
類

※

在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書

　
（
原
本
）
ま
た
は
学
生
証
（
裏
面

　
に
有
効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月

　
日
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏
面
も

　
含
む
）
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
注
意
事
項

•
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
遅
れ
る

　
と
、
申
請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の

　
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ
い

　
て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

　
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
学
生
納
付
特
例
は
、
原
則
と
し
て

　
申
請
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
４
月
か

　
ら
翌
年
３
月
ま
で
（
申
請
日
が
１

　
月
か
ら
３
月
ま
で
の
場
合
は
、
前

　
年
４
月
か
ら
３
月
ま
で
）
の
期
間

　
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
た

　
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

　
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間

　
（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前

　
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い
て
も
、
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

•
複
数
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
複
数
枚
の
申
請
書
の
提
出

　
が
必
要
で
す
。

•
課
税
所
得
が
あ
る
方
で
あ
っ
て
学

　
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
際
に
は

　
通
常
、
前
年
（
ま
た
は
前
々
年
）

　
所
得
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す

　
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請

　
者
ご
本
人
の
前
年
（
ま
た
は
前
々

　
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
の
税
の
申

　
告
（
確
定
申
告
や
年
末
調
整
）
が

　
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
役
場

　
の
税
務
担
当
窓
口
に
て
町
民
税
の

　
申
告
を
行
っ
た
う
え
で
、
申
請
書

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
　
役
場　
住
民
課

　
　
☎
０
５
６
７
│
６
８
│
６
１
０
３

●
職　
　
種

　
国
税
専
門
官
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
験
資
格

１　
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
１７

　
　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
　

者
２　
平
成
１７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　

れ
で
、
か
つ
次
に
掲
げ
る
者

　
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
　
９
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

　
　
込
み
の
者

　
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

　
　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
人
事
院
Ｈ
Ｐ
）

　
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
受
付
期
間
：

　
２
月
１９
日（
木
）午
前
９
時 

〜 

　
３
月
２３
日（
月
）（
受
信
有
効
）

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き

　
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
問
合

　
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
試  

験  

日

　
第
１
次
試
験　
５
月
２４
日（
日
）

　
第
２
次
試
験

　
６
月
２２
日（
月
）〜
７
月
９
日（
木
）

　
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

　
　
名
古
屋
国
税
局　
総
務
部

　
　
人
事
第
二
課　
試
験
係

　
　
☎
０
５
２
│
９
５
１
│
３
５
１
１

　
　
（
内
線
３
４
５
１
）

●
内　
　
容

　
日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
「
歯

　
に
関
す
る
悩
み
」
に
歯
科
医
師
が

　
直
接
回
答
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
お
電
話
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

※

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電
話
が
つ
な

　
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
と　
　
き

　
４
月
１２
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
電
話
番
号

　
０
５
９
│
２
２
５
│
１
０
７
１

　
０
５
９
│
２
２
５
│
８
７
４
７

　
　
三
重
県
保
険
医
協
会

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
５
│
１
０
７
１

　
４
月
１８
日
は「
よ
い
歯
の
日
」！

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
制
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験

者
募
集
案
内

ヨ
イ
ハ
デ
ー
特
別
企
画

歯
の
こ
と
何
で
も
電
話
相
談

（
相
談
無
料
）

問

問問

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す
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　フィルタリングとは、保護者の方が子供のライフサイクルを見通して、その発達の程度に応じてインターネ
ット利用を適切に管理することです。
　コミュニティサイトでの危険性をしっかりと子供に教えていただき、
　•有害なサイトへのアクセス制限　•長時間利用を防ぐ時間設定 など管理していただきますようお願いします。
　サービスの詳細については、それぞれの携帯電話事業者に御相談ください。

　少年がこのような犯罪被害に巻き込まれる事案のほかにも、新しい学校生活の環境変化等に馴染めず、児童・
生徒間におけるいじめが起こりうる場合もあります。　
　いじめには、「悪口」「脅かし」「からかい」「無視」「暴力」などのほか、「ネット上のいじめ」など様々な
形態があります。
　いじめは、人の心を深く傷つけ、人として絶対に許されない行為です。
　子供は、絶えず助けを求めるサインを出しています。
　大人は、子供が出すサインを見逃さず、「心の声」を受け止めることができる環境を作っていただき、非行
や犯罪被害を未然に防止していただくことが大切です。

　警察では、少年の非行や犯罪等の電話相談窓口とし
て「少年相談110番」フリーダイヤル0120－41－
7867（よいこ　なやむな）を設置し、子供や保護者
等からの電話による相談を受け付けているほか、少年
サポートセンターにおいて、子供たちの抱える様々な
悩みを豊富な経験と知識を有する少年育成支援官等が
一緒に考え、子供自身やその家庭を支援しています。

ミーポ君
■木曽岬駐在所　☎（0567）65-3635
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110

警察署コーナー

進学・進級時における少年の非行・犯罪被害防止
～有害環境の浄化～

保護者のみなさまへ
ペアレンタルコントロール（フィルタリング）の活用をお願いします。

町内1月の交通事故
●件数／10件（10件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（0人）

（　　）…令和8年累計

　例年、進学・進級の時期は、生活環境の変化に伴い、深夜はいかい、喫煙、飲酒等の不良行為を行う少年や、
万引き等の非行に走る少年が増加傾向にあります。また、児童買春等の福祉犯被害に遭うケースも少なくあり
ません。
　少年がゲームサイトやSNS（ソーシャルネットワークサービス）と呼ばれるコミュニティサイトを利用し
て犯罪被害に遭うケースが急増しています。
　最近では、犯罪被害に遭うばかりではなく、いわゆる「闇バイト」の募集投稿に応募し、犯罪に加担してし
まうケースもあります。

　被害に遭った少年の約９割がフィルタリングに加入していない携帯電話からサイトにアクセスしている状況
が明らかとなっています。
　このような犯罪被害から子供を守るためには、保護者が子供の携帯電話などの利用状況を確実に把握するこ
とが、一番重要です。

●オンラインカジノ
　オンライン（スマホ、ＰＣ）で、ゲームを行い、その結果に対して、現金・電子マネー等を賭けるもの
　海外サイトも日本で利用すれば、犯罪!!!
●犯罪実行者募集情報　いわゆる「闇バイト」
　ＳＮＳやインターネットの求人募集などで、「高額報酬」、「即金」等と甘い言葉で、特殊詐欺の受け
　子や強盗などの実行犯を募集するもの

◎北勢少年サポートセンター　☎059－345－7867
◎中勢少年サポートセンター　☎059－227－7867
◎南勢少年サポートセンター　☎0596－24－7867
◎伊賀少年サポートセンター　☎0595－64－7837

◎少年相談110番
　☎0120－41－7867

【月～金　午前9時～午後5時（土日休日、年末年始を除く）】

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
地域包括支援センター68－8183

住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課
産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・31日

不燃ごみ 4日・18日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

22日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

4 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更されている場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

毎月第１・第３水曜日

24㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

月カレンダー3

19㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室

福祉・教育センター和室

保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～午前11時30分

午後1時30分～午後2時30分

25㊌
•行政相談・心配ごと相談
•カウンセリング
•いす・たいそう教室

福祉・教育センター
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
午前9時～午前11時30分
午前9時30分～午後3時30分
午後1時30分～午後3時

5 ㊍•カウンセリング 保健センター 午前9時30分～午後3時30分 要予約☎68-6119

12㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～午前10時30分
午前9時30分～午後3時30分

3月の納付
●国民健康保険料（3/31納期限） ……… 第９期分
●後期高齢者医療保険料（3/31納期限）   第９期分
●介護保険料（3/31納期限） …………… 第６期分
●水道料金・下水道使用料（3/31納期限）  … Ｂ地区

口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

13㊎•すこやか相談•育児相談
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分

18㊌•転倒予防教室•言語訓練
福祉・教育センター集会室
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時20分
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【写真】 子ども議会（関連記事16ページ）

子ども議会
第20回


